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ルコールに移して保存した．他のプレロセルコイドは洗

浄後，直径４ｍｍのゴムチユウブを用いてハムスターの

胄内に注入感染させ,３時間,４時間,８時間,２４時間,３２

時間，４８時間，４５日後ハムスターを剖検し，腸内に寄生

している虫体を回収した．回収した虫体はプレロセルコ

イド同様処理保存した．パラフィン封入標本は頭節・頚

部を中心に吸溝部縦断連続切片を作成した．分泌腺の染

色はＧｏｍｏｒｉのパラアルデヒドフクシン染色（ＰＡＦ染

色）の原法にフクシンポンソウ，ライトグリーンによる

カウンター染色を行い（鬼頭，1977)，光学顕微鏡で観察

した．これらの切片標本の一部をさらに走査電子顕微鏡

(SEM）によって観察した．ＳＥＭ用の切片標本は封入

剤（オイキット）をキシロールにて溶解除去し，酢酸イ

ソアミルで置換後，臨界点乾燥を行ない，白金パラジウ

ムによる真空蒸着を施し，日立S-450型ＳＥＭ（加速電

圧15～20Ｋv）によって観察した．さらにチカより採取

されたプレロセルコイドおよび回収されたハムスター

感染虫体の一部は所定の方法で洗浄・固定・脱水し，

SEMにてその表面微細構造も観察した．

緒言

裂頭条虫類には種および発育段階によってその機能，

形態を異にする数種の分泌腺細胞の存在が知られてい

る．幼虫および成虫がそれぞれ中間宿主，終宿主の体内

でこれらの分泌腺細胞にいかなる役割を演じさせている

かを明らかにすることは，寄生虫一宿主相互関係を理解

する上で重要なことと考えられる．これまで,裂頭条虫類

の分泌腺細胞とくに幼虫期・成虫期を通じて頭節を中心

に分布しているいわゆる頭腺(frontalgland）について，

その分布,機能,分泌物の性質,放出機構の形態など,種に

よる特徴が多くの研究者によって観察され，報告されて

いる（Vogel,１９３０；Kuhlow,１９５３；Halvorsen,１９７０；

Ｋｗａ，１９７２；Ohman-James，１９７３；Andersen，１９７５ａ，

ｂ；GustafSsonandVaihela,１９８１；KupermanandDavy‐

dov，１９８２ａ,b)．本研究はキュウリウオ科チカ〔ＨＪや。‐

mes"sかezio…/`Ｗ"ic"s〕に寄生するプレロセルコイ

ドおよびその実験的終宿主内成虫（Ｄ妙/iJ'"o6ot/iｱｺﾞ"m

sp・ind.）の分泌腺細胞の機能および形態についてはじ

めて観察を行なったその結果この裂頭条虫には組織化

学的性質，微細形態学的特徴の異なる２種類の分泌腺細

胞が存在することを明らかにした．

結果

Ｉプレロセルコイドの分泌腺

チカ寄生プレロセルコイドの分泌腺細胞および分泌穎

粒はＰＡＦ染色性によって頭節吸溝檗および頚部の柔組

織に集積して観察される緑色腺（greengland）領域

(Fig.１，９９）と，頭節頭頂部，頚部から体部への移行部

柔組織に集積した紫色腺（purplegland）領域および体

前半部を中心に柔組織に散在する紫色腺領域（Figs、１，

２，ｐｇ）に分けられる．緑色腺は光顕的にほぼ円形の穎

粒の集塊として観察されるが（Fig.３，９９)，ＳＥＭに

材料および方法

プレロセルコイドは北海道産チカの内臓，腹壁の表面

にカプセルに包まれて寄生していたものを採取した．プ

レロセルコイドの一部はただちに４°Ｃの１％食塩水中

にてカプセルを取り除き，よく洗浄し，Bouin，Ｓｕｓａ液

にて固定した．Ｓｕｓａ固定された虫体は24時間後90％ア
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の間には緑色分泌物の層が形成されている．この分泌層

形成領域の表皮下細胞層にある導管には内容物はほとん

ど認められない（Fig.１３)．

「感染48時間後」：プレロセルコイドの頭節頭頂部にお

いて観察された紫色腺穎粒の集積した状態は感染後３時

間と同様観察されず，頭節先端，表皮下柔組織に穎粒と

導管がわずかに残存している．また頭頂部にはこの時期

前後を通じて緑色腺の導管の開口も認められるが，吸溝

部に比較してその存在は極めて少ない（Fig.１４）

「感染4.5日後ルハムスター感染後，４．５日において虫

体はすでに成熟虫体となり，実験的終宿主腸管粘膜吸着

部は小腸の前'/2位に移行している．吸溝部縦断切片の光

顕的観察では，柔組織内の緑色腺穎粒の集積は発育期に

比較して減少している（Figl5l表皮下細胞層の導管

内穎粒の充満，拡張が吸溝内外両側面にわたって観察さ

れる．これら導管内に緑色腺穎粒が充満している状態が

同部の切片ＳＥＭ像によって確認できる（Fig.１６)．

紫色腺は感染後48時間と変らず痕跡的に頭頂部に認めら

れるにすぎない

よる同部の拡大像では直径0.5’ｍ前後の穎粒よりなる

直径５，ｍ前後の集塊あるいは導管の混在が観察される

(Fig.４)．又表皮下細胞層にも緑色穎粒が充満した導管

が数は少ないが認められる（Fig.５，矢印)．紫色腺の

光顕的観察では，体前半部において分泌腺細胞は樹枝状

突起によって互いに連結し合う網状構造を示し，頚部に

おいては網状構造は明瞭でなく，分泌腺が密に集積して

認められる．これら紫色腺領域を強拡大で観察すると腺

細胞はいずれもその形態は緑色腺と異なって星型の細胞

として認められる（Fig.３，ｐｇ)．また頭頂部から頚部

へかけての柔組織紫色腺領域では，紫色腺から分泌穎粒

を頭頂部に向けて導くと考えられる導管の集合部が観察

される（Fig.２，．)．ＳＥＭによる紫色腺領域の観察で

は，頚部，体前半部において，紫色腺細胞がはっきり

と数条の突起を有し，緑色腺穎粒より小さい，直径

03,ｍ前後の穎粒で充満された星型の細胞として観察

される（Fig.６，pgr)．

プレロセルコイド体表のＳＥＭ観察では分泌穎粒は

頭頂陥凹部と吸溝内にわずかに認められ，頭節，頸部外

表面にはほとんど穎粒の分泌は認められない（Figs、７，

８）

Ⅱ終宿主ハムスター感染後の分泌腺の変化

「感染３時間後止虫体はすでにハムスター小腸の後半

蝿領域に集中して強く吸着している状態が観察される．

頭節吸溝部縦断切片像の光顕的観察では緑色腺はすでに

吸溝壁内外縁の表皮下細胞層にその分泌穎粒を移動し導

管が拡張されているのが観察される（Fig.９，矢印)．こ

れらの変化は吸溝の内側面において強く，頚部より下方

の表皮下細胞層においては拡張した導管形成は観察され

ない．ＳＥＭによる外表面の観察では頭節後半から頚部

にかけて直径３βｍ前後の分泌物が放出されているのが

観察される(Fig.１０)．紫色腺は頭頂部に紫色腺穎粒を満

す数条の導管が，また頚部柔組織に星型の腺細胞が痕跡

的に観察され，プレロセルコイド期同部に観察された腺

細胞の集積した状態はすでに認められない．

「感染８時間後上ＳＥＭの観察によって吸溝内には多

数の放出されたと思われる分泌物が認められる．放出分

泌物の表面微細構造は表面が平滑な型と網状構造をなす

型とが見分けられる（Fig.１１)．体部の外表面では前半

部にその放出が増加しており，表面平滑な型のみ認めら

れる（Fig.１２)．切片標本で観察される内部の分泌腺は

緑色腺も紫色腺も感染後３時間と比較して変化はみられ

ない

「感染24時間後」計宿主腸管絨毛と虫体吸溝内側面と

考察

この実験に用いた裂頭条虫は，北海道産汽水魚チカお

よびキュウリウオに寄生するプレロセルコイドから実験

的に得られた成虫について堀田ら（1978）がＤ・diZ'で''２‐

脚加と推定したものと同一であるが，矢崎ら（1982）お

よび山根ら（1982）は，.〃′ｅｗα”と異なる点を種々

指摘しており，独立種として近く記載を行う予定である

が，ここでは未同定種（DZWiWo6otﾉｶｧｺﾞ"msp､ｉｎ｡.）と

して扱った．

この種においてはプレロセルコイドからストロビラ期

にわたって分泌腺細胞が認められ，組織化学的染色性，

走査電顕上の微細形態，さらには実験的終宿主（ハムス

ター）感染後の経時的分泌動態などに差のある２型が区

別された．プレロセルコイドからストロピラ期にわたっ

て経時的に分泌腺細胞の動態を調べた研究は，これまで

GustafSsonandNaihela（1981）がDziP/iy"o6oZﾉｹｧﾉz‘ｍ

ａｅ"αγ"icz`液について行なったのが唯一のものである．

GustafSsoneraLはAlcianblue/Alcianyellow染色を

施すことによってgreenglandとgoldenglandの２種

類の分泌腺を区別し，前者に頭節吸着の補助機能，後者

に神経組織との何らかの関連を推察している．著者らの

染色において紫色に染められる分泌腺は，その分布，頭

頂部への導管の伸展，および発育過程における動態が

GustafssoneZaZ.のいうgreenglandに一致する．一方，

（２）
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緑色に染められる分泌腺はgoldenglandに似る．し

かし，これらの分泌腺細胞の経時的変化から観察される

動態，あるいは分泌穎粒の大きさは相異している．Ｇｕ‐

stafSsoncraLはgreenglandの機能を頭節吸着の補助

的役割と推論しているが，かなり早い経過（１日目活性

化,３日目消失)でみられる．，．‘e"`〃Zicwmの発育速

度は早く（Andersen，1978)，従ってgreenglandの機

能を終宿主腸管内での虫体の成熟までの吸着補助と考え

ることは妥当である．しかしチカ由来裂頭条虫のハムス

ター感染後成熟までの日数は４～５日で，．‘e"αγ〃‐

cwmより遅く（長谷川ら，１９７９；矢崎ら，1982)，その紫

色腺はプレロセルコイドの段階で活性化がみられ，感染

後３時間の段階ではすでにほとんどその活』性はみられな

いことから著者らの紫色腺とGustafssonEZα/､のgreen

glandは機能的面からはかなり異なると考えられる．

著者らのハムスター感染後の経時的観察では，終宿主腸

管への吸着の補助的役割にはむしろ緑色腺が強く関与し

ていることが示唆された．いずれにしてもこれらの実験

結果の比較は，染色法の相異もあり，虫種の相異による

分泌腺の機能的差異も考えられるので，単純に解釈すべ

きではない．

緑色腺の分布域には穎粒の集塊と導管が混在している

が，紫色腺は分泌腺細胞と導管の分布領域がそれぞれほ

ぼ完全に分離して観察される．紫色腺細胞は，ＳＥＭの

観察によって，数条の突起を有し，その内容は分泌穎粒

で充満し，細胞間は突起で連絡し合い，神経ニューロン

を`思わせる構造を示していることが明らかにされた．ち

なみにＰＡＦ染色陽性のことから神経分泌細胞であるこ

とも否定できない（本細胞の分泌物は未発表の著者らの

実験でAlcianblue陽』性であることから少なくとも酸性

ムコ多糖類の存在が考えられる)．

著者らのＳＥＭによる観察において，紫色腺分泌穎

粒は緑色腺分泌穎粒に比べてやや小さい感染後８時間

の虫体吸溝内面のＳＥＭ観察でも表面放出分泌穎粒に微

細形態的に異なる２型が認められた．これらの結果は，

緑色腺と紫色腺のそれぞれから放出される分泌物の間に

性質，機能の差があることを示唆しているかもしれな

い．ＳＥＭで観察される体表分泌穎粒はその経過から光

顕で観察される虫体内分泌腺の放出物と同一物質と考え

られるが組織化学的性質の証明はこの研究では行ってい

ない．今後の追求課題である．

紫色腺の分泌は頭節頭頂部に局在し，ストロピラ期よ

りプレロセルコイド期の方がその活動性が高い．従って

緑色腺とはその役割が異なっていると考えられ，その機

能解明のためにはさらに中間宿主組織内における動態の

観察が必要と思われる．分泌腺が２種類認められるこ

とは，Caryophyllideaについてのfrontalglandと

Faserzellenの報告（Hayunga，1979)，透過電顕による

E"6oZ/iγ/""ｚｃ７ａｓｓ"板におけるＧ１，Ｇ２ｃｅｌｌの観察

(ArmeandThreadgold，1976）などにみられるが，そ

れらの機能面の比較検討はされていない．Kuperman

andDavydov（1982ａ,ｂ）の報告しているように，分泌

腺細胞の分布，分泌様式には虫体の種類によってかなり

相異が認められる．

今回明らかにされた２つの分泌腺はこれまで裂頭条虫

類の頭節中心に分布する分泌腺に対して総称されてきた

頭腺（frontalgland）の概念に入るものと考えられる

これまでの頭腺に関する報告から種および発育期によっ

て異なる機能，形態，分泌物の化学的`性質が明らかにさ

れたことから，今後さらに頭腺自体が細かく分類される

べきものと考える．

ＰＡＦ染色による条虫の分泌腺細胞の観察については

これまでDaveyandBreckenridge（1967)，Kuperman

andDavydov（1982ａ，ｂ)，牧野ら（1982）の報告が

あるが，ＰＡＦ陽性分泌物が必ずしも同一の化学的性質

を有しているとはいえない～牧野ら（1982）も報告して

いるようにＳＰｉγollzet7ae7伽Ceiの分泌腺細胞はＰＡＦ

に強い陽性を示すが，チカ由来のプレロセルコイドにみ

られるような染色性の異なる２種類の分泌腺細胞は認め

られていないGustafSsonandVaihela（1981)，Davey

andBreckenridge（1967）はＰＡＦ陽性細胞を神経分泌

細胞と解釈してその機能を論議している．ＰＡＦ染色は

ムコ多糖類に陽性を示すことからその陽性細胞の性格を

決定するには虫体の発育の内因的，外因的条件との関連

を追求することが必要と`思われる．

頭節および頭節近接頚部の柔組織に局在する分泌腺

(いわゆる頭腺）の機能に関する研究はこれまでVogel

(1930)，Kuhlow（1953)，HalvorsenandWissler

(1973)，KupermanandDavydov（1982ａ）によって

報告されている．特に裂頭条虫のプレロセルコイドにお

ける頭腺の機能については，中間宿主組織内における穿

通，移動時の役割が示唆されている．Halvorsenand

Wissler（l973LKupermanandDavydov（1982ａ,ｂ）

は中間宿主にプレロセルコイドを実験的に感染させて分

泌の動態を観察し，頭腺の中間宿主内での穿通作用との

関わりを実験的に証明している．一方成虫における頭腺

の機能についてはMackiewicz（1972)，Andersen（l975

b)，Hayunga（1979）の報告がみられる．これらの報

（３）
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告は分泌腺が虫体の宿主吸着器官である頭節に局在し

ていることから宿主腸管粘膜吸着時の補助機能を有す

ることを推測している．またMackiewicz（1972)，

Hayunga（1979）はCaryophyllideaの頭腺の観察から，

頭節吸着器管の発達の悪いもの程頭腺の発達が著明であ

ることを報告している．著者らの分泌腺の経時的な動態

観察の結果からも，緑色腺は上述の機能を果たしている

ことが示唆された．緑色腺は，実験的宿主に感染させて

数時間後から成虫にいたるまでの過程で，プレロセルコ

イド期に頭節柔組織に集積待機させていた分泌物を放出

し，頭飾の宿主腸管粘膜への吸着を補助すると思われ

る．紫色腺についてはその機能は不明である．Kuper‐

manandDavydov（1982ａ）が報告しているプレロセ

ルコイド期の宿主組織内での穿通,移動における係わり，

あるいは終宿主感染直後にそのほとんどの分泌物が放出

しつくされることから，宿主転換時の栄養吸収，虫体防

御等のため，虫体頭頂陥凹部と宿主粘膜との接触面にお

ける何らかの役割が推測される．今後検討されるべき課

題であろう．分泌細胞の機能形態は，虫体の発育時の宿

主環境が極めて適合した形で作用し合うものであり，種

による多様な分泌の機能，形態は虫体が宿主を転換させ

ていく際の生活環境の変化に適応した結果と考えられ

る．
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FiglScolexandneckregionofplerocercoid，longitudinalsectionstainedwithＰＡＦ．（×100）

Fig2Scolexapexofplerocercoid，longitudinalsectionstainedwithＰＡＦ．（×100）

Fig.3Highermagnificationofplerocercoidneckregion,longitudinalsectionstainedwithPAE
showingnetworkstructureofglands．（×400）

Ｆｉｇ．４Scanningelectronmicrographofareaofgreenglands，showingglandsandductsfilling
thesecretiongranules．（bar＝５’、）

Ｆｉｇ．５Scanningelectronmicrographofsubtegumentallayerofneckregion，showingducts

filledwithsecretiongranules．（bar＝５’、）

Fig6Scanningelectronmicrographofnetworkofpurpleglands，showingstar-likesecretory

cellswithsecretiongranules．（bar＝５’、）

Ｆｉｇ．７Scanningelectronmicrographofscolexofplerocercoid，showingonlyfewsecretion

granulesinbothrialtop．（bar＝50ノリ、）

Fig8ScanningelectronmicrographｏｆｓｃｏｌｅｘａｐｅｘｏｆｐｌｅｒOcercoid，showingsecretiongran‐

ulesdischarged．（bar＝0.5β、）

Ｆｉｇ．９LongitudinalsectionofscolexstainedwithPAEshowingdilatedducts（arrows）of

greenglandssecretiongranules，３hoursafterinfectiontohamster．（×100）

Ｆｉｇ．１０Scanningelectronmicrographofscolexandneckregion，showingsecretiongranules

discharged，３hoursafterinfection．（bar＝50β、）

FigllScanningelectronmicrographofbothrialsurface,ｓｈｏｗｉｎｇｔｗｏtypes（smoothandrough）

ofsecretiongranules，８hoursafterinfection．（bar＝５/1ｍ）
Ｆｉｇ．１２Ｓcanningelectronmicrographofanteriorbodysurfaceoftheaboveworm，withonly

smoothtypeofsecretiongranules．（bar＝５β、）

Fig.13Longitudinalsectionofscolexattachedtohamstergut,stainedwithPAE24hoursafter

infection．（×１００）

Fig.14LongitudinalsectionofscolexstainedwithPAEshowingreducedactivityofsecretion,

４８hoursafterinfection．（×100）

Ｆｉｇ．１５LongitudinalsectionofadultscolexattachedtohamstergutstainedwｉｔｈＰＡＦ，showing

reducedactivityofsecretion，４．５daysafterinfection．（×100）

Figl6Scanningelectronmicrograpｈｏｆａｄｕｌｔｓｃｏｌｅｘｏｆｔｈｅａｂｏｖｅｗｏｒｍ．（bar＝５/ｕｍ）

Abbreviationsgg：greengland，ｐｇ：purplegland，ｔｇ：tegument，ｄ：duct，ｂ：bothriumhv：villi

ofhamstergut，ｓｌ：layerofsecretionmaterial，ｄｐ：ductsofpurplegland，ｐｇｒ：granulesof

purplegland
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■ Abstract j

OBSERVATIONS ON SECRETORY GLANDS IN PLEROCERCOIDS

AND STROBILAE OF DIPHYLLOBOTHRIUM SP. IND.

Seiichi YAZAKI, Soji FUKUMOTO, Takahiro MAEDA,

Joji MAEJ1MA and Hajime KAMO

(Department of Medical Zoology, Tottori University

School of Medicine, Yonago City 683, Japan)

Two types of gland (green and purple glands) stained with PAF were detected in the lar

val and adult stages of Diphyllobothrium sp. ind., which was reared in the experimental final

host (golden hamster) infected with plerocercoids from the sea smelt, Hypomesus pretiosus jap-

onicus.

By the scanning electron micrography, the purple gland was shown as the cells with several

dendrite processes containing numerous secretion granules, while the green gland was demonstrated

as an area composed of a glanule mass surrounded by a .thin membrane and gland ducts.

The purple gland was localized in the central scolex parenchyma and the medullary parenchy

ma of the anterior body of the plerocercoid before infection to the hamster. The secretion material

observed only in the frontal apex of plerocercoid was seemed to have been poured out immedi

ately after infection to the final host.

The green gland was localized in the medullary parenchyma of the bothrial lobes and neck

region of the worm through development in the hamster. The secretion material was accumu

lated through the ducts into the subtegumental layer of the bothrial lobes.

These observations suggested that the secretion material of the green gland can act as aid

for the worm attaching to the host gut, and that of purple gland plays some other roles profitable

for the parasite such as a defense role from a chemically active gut medium of host.




